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この資料につきまして
この資料ではMicrosoftリモート・デスクトップ・プロトコル (RDP) コミュニケーション
を高速化ならびに圧縮するために、どのようにEricom Blazeをインストールし、活用す
ることができるのかに関する指針が提供されます。この資料の指示に従うことにより、
数分のうちにEricom Blazeの優れた機能を実感することができるでしょう。
このガイドには以下のような情報が含まれています。

 Ericom Blazeの概要

 準備とインストレーションの手順

 活用方法に関する指示

 トラブルシューティングとよくある質問

このマニュアルでは、読者が以下の知識をすでにお持ちである事を前提としています。
 Windowsオペレーティング・システムでRDPを有効とする

 ファイヤーウォールの設定

 ウェブ・サーバの管理

この資料で用いられている重要な技術用語
 RDP：リモート・デスクトップ・プロトコル（Remote Desktop Protocol）の略。

Microsoftにて開発されたリモート表示のプロトコル。RDPはMicrosoft
Windowsの基本的なコンポーネントのひとつです。

 RDPホスト： Microsoft RDPを用いてリモートよりアクセスできるWindowsシ
ステム。リモート・アクセスが可能なターミナル・サーバ（RDSセッション・
ホスト）やWindowsワークステーション等。

 HTML5：HTML規格の新たなアップデート。コミュニケーションや表示等のた
めの新たな特徴や機能をHTMLに追加する。

 WebSocket： HTML5規格にて公開された双方向かつ完全な 2階層のコミュニケ
ーション用メカニズム。

 SSL：セキュア・ソケット・レイヤ（Secure Sockets Layer）はインターネット
上で安全なコミュニケーションを提供するための暗号化プロトコルです。
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1. 製品の概要
サテライト、ブロードバンド、エアカード等のほとんどのワイドエリア・ネットワーク
（WAN）を利用する際にEricom Blazeを用いる事により、エンドユーザはより優れたリ
モート・コンピューティングを体験することができます。 Microsoftリモート・デスクト
ップ・プロトコル（RDP）を大幅に高速化し、圧縮することにより、それが可能となり
ます。結果として、高いフレーム率、レスポンス時間の向上、よりスムーズなスクリーン
のアップデートがもたらされます。 Ericom Blazeは以下を実行します。

 RDPコミュニケーションの確認、ビットマップ等のグラフィックス用エレメン
トの特定ならびに圧縮。より優れたユーザ体験を提供するために、品質や圧 
縮率は設定可能となります。

 タスクバーやスタートメニューなどの主要なグラフィックス用エレメントを特
定し、それらを一般の品質設定に関係なく、高品質レベルで圧縮します。そう
することにより、高画質を保ったままのリモート・コンピューティング体験を
提供します。

 優れたパフォーマンスの一括圧縮機能を用いて、RDP転送全体を圧縮します。

 ネットワークの利用を最適化し、データ・パケットの転送を高速化するため
にパケット・シェーピングを実行します。

 インテリジェントにフレームを提供するため、スクリーンは複数のブロックで
はなく、ひとつのユニットとして表示されます。

Ericom BlazeはRDPをサポートするいかなる x86または x64ベースのホスト・システム
と共に機能します。その中にはWindows ターミナル・サーバやリモートの物理システム、
仮想デスクトップも含まれます。Ericom Blazeは以下のコンポーネントにより構成され
ています。

 Ericom Blazeサーバ
このコンポーネントはRDPサーバ／ホストにインストールされ、RDPを圧縮し、高速
化します。以下のシステムがサポートされています。

 Windows 2003と 2003 R2 – 32 bitと x64

 Windows 2008 – 32 bitと x64

 Windows 2008 R2

 Windows 2012

 Windows XP、Vista、Windows 7、Windows 8 – 32 bitと x64

 Ericom Blazeクライアント
このクライアント用コンポーネントは高速化されたRDPを用いて、Blazeサーバに接続す
るか、標準的なRDPホストに接続することができます。以下のプラットフォームがサポ
ートされています。  
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 Windows 2003と 2003 R2 – 32 bitと x64

 Windows 2008 – 32 bitと x64

 Windows 2008 R2

 Windows 2012

 Windows XP、Vista、Windows 7、Windows 8 – 32 bitと x64

 Windows XPe, CE

 Linux 

 Mac OS X

 Ericom AccessToGo Mobileクライアント
このクライアント用コンポーネントは高速化されたRDPを用いてBlazeサーバ群と接続
し、またスタンダードなRDPホストとも接続することもできます。以下のプラットフォ
ームがサポートされています。（より詳しい情報は、AccessToGoマニュアルをご参考く
ださい。）

 Apple iOS 5またはそれ以上
 Android OS 2.1またはそれ以上
 Blackberry Playbook 2.0.1またはそれ以上
 Blackberry 10またはそれ以上
 Chrome / Chrome OS

5分で開始する
Ericom Blazeは高機能かつ使い易いアプリケーションです。このマニュアルでは、お客様が
それぞれの環境にあった仕方でこのアプリケーションを最適に設定できることを目指し、利
用可能な機能の詳細が述べられています。
基本的なインストールは約 5分程で完了となり、Blazeクライアント（AccessToGoを実行し
ているモバイル・デバイスを含む）を実行しているいかなるデバイスからもWindows RDP
ホスト（サーバまたはワークステーション）にアクセスすることが可能となります。
1)  EricomウェブサイトよりEricom Blaze Server MSIインストーラをダウンロードする
2)  MSIインストーラを実行し、すべてのダイアログ・ボックスにてNextをクリックし、最
後に Finishをクリックする

3) Blazeと用いるWindows Firewallを設定（無効と）する
a.  Windows Control Panelに進み、Windows Firewallを開く
b.  「Allow Program or Feature ...」をクリックする
c.  「Allow another program ...」をクリックする
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d.  Browseをクリックし、こちらに進む：<drive>:\ProgramFiles(x86)\Ericom
Software\Ericom Blaze Server\BlazeServer32.exe

e.  Addをクリックし、OKとする
4)  Blaze ServerはRDPホストにインストールされた後、利用可能となります。その後、接
続元として用いるデバイスにBlaze Client（またはAccessToGo）をインストールします。

5)  Blaze ClientにBlaze Serverのパラメータを入力し、Connectボタンをクリックして接続
を開始します。
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2.  Ericom Blazeサーバ 
Ericom BlazeサーバはRDP圧縮と高速化を扱います。このコンポーネントはRDPホス
ト（ユーザが接続しているコンピューター）にインストールされます。ホストは
WindowsターミナルサーバやWindowsワークステーション等のRDPアクセスが可能な
Windowsシステムを用いる事ができるかもしれません。Blazeサーバはカスタマイズ可
能なポートを用います。初期設定のポート 番号は 3399となります。

注意 Ericom Blazeは初期のバージョンに遡って対応していない場合があります。もし初期
のバージョンのBlazeをお用いの場合には、最適化を図るために、すべてのBlazeク
ライアントとサーバ用コンポーネントを同じバージョンとするようにしてください。

Ericom Blaze サーバに必要とされるもの
 Windowsオーペレーティングシステム。サポートされているプラットフォー 

ムは 1章にてご確認ください。
 OSにてRDP接続を受信することが可能

 20 MBのハードディスク空き容量

 MMXとSSE2に対応するCPU

 Blazeポートのトラフィックを許可するようにファイアーウォールを設定

Blazeサーバは高速化されたアクセスが必要なそれぞれのサーバ／ホストにインストール
する必要があります。ターミナルサーバはすべてのユーザのセッションを高速化するため、
一度のみインストールすることが必要とされます。それぞれのワークステーション用デ
スクトップ（物理ならびに仮想）をインストールすることが必要です。Microsoft®

SysprepやSymantec® Ghostを用いて公開されるイメージの一部としてBlazeサーバを
含むことも可能です。

すべてのネットワーク・インターフェースに対するバインド・サービス
仮想ネットワーク環境において、ひとつの仮想NICを用いるのではなく、すべての仮想
ネットワークのインターフェースを用いるためにBlaze Serverをバインドすることをお
勧めします。対象となるエンド・ユーザのグループがBlaze Serverが用いているネット
ワークのインターフェースにアクセス可能であることを常に確かめるようにしてください。

Ericom Blazeサーバをインストールする
Ericom Blaze Server.msiを実行し、インストレーション用ウィザードの指示に従ってく
ださい。 

ライセンスの同意事項を読み、受け入れる。
お望みの場合には、Changeをクリックし installation locationを選択し、ターゲットのパ
スを指定する。
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Installをクリックする。（もし促された場合には、セキュリティを強化するリクエスト
を受け入れる）最後の画面で Finish をクリックし、インストレーションを完了する。
Blazeポートが利用可能でホスト用システムにてアクセス可能かを確認する。さらなるフ
ァイヤーウォルの設定が必要とされるかもしれません。
Windows XPでは、Ericom Blazeサーバをインストールした後、システムの再起動が必
要となるかもしれません。
BlazeサーバはMicrosoft System Centerなどの管理用アプリケーションを用いて、自動
的かつ静的にインストールすることもできます。
静的にインストールをするにはこちらを実行します。

msiexec /I "EricomBlazeServer.msi" /q

EricomBlazeServer.msiは.msiファイルへの有効なパスを指定します。
Windows Vista、7、Windows Server 2008やR2でこのコマンドを実行するには高度な
身分証明が必要となる場合があります。そうしない場合には失敗する場合があります。

Ericom Blazeサーバを用いる
Blazeサーバの設定を変更するにはこちらを開きます。
Start | Programs | Ericom Software | Blaze Server:

初期設定にて、Ericom Blazeサーバはポート 3399にて受信接続を受け付けます。この 
場合においても、Microsoft Windows RDPポート（初期設定値は 3389）を妨げることは
ありません。

Blazeサーバの設定
Server Configurationコンソールには一群のタブが表示されており、管理者はサーバ用サ
ービスの様々な設定をすることができます。Configurationコンソールは Microsoft
Internet Explorer 7またはそれ以上のシステムにおいてのみ機能します。（このコンソー
ルは IE6がインストールされているシステムでは用いる事ができません）

ヒント ターミナルサーバにBlazeサーバをインストールする際、Blaze Server Configuration
のアプリケーションをエンド・ユーザから見えないようにすることをお勧めします。
そうすることにより、予期せずにBlazeサーバ設定が変更されることを防ぐことがで
きます。
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General
このページはBlaze Serverのサービスを開始ならびに終了するための機能を提供します。
特定の設定を変更する際、サービスの再起動が求めらます。このページはこのシステムに
対するアクティブなBlazeのセッションの数をも表示します。

注意 Blaze Serverのサービスが再起動された際、サーバ上のすべてのBlazeセッションは
未接続となります。

Licensing Information
このページではBlazeサーバのライセンス情報が表示されます。Connected to licensing
serverというフィールドにて、現在利用されているライセンス・サーバが示されます。

注意 仮想デスクトップ（VDI）やターミナルサーバの本番環境では、ライセンス・サーバ
は強力なシステムにて一括管理されなければなりません。詳細につきましては、一括
管理サーバの設定の章にてご確認ください。

初期設定として、Blaze Serverは Licensing Serverを特定するためにDNS lookupを用い
ます。用いられるDNSエントリーは ericom-license-server.<domain-name>  または
_ericom-license-server._tcp.<domain-name> となります。もしDNSエントリーが存在し
ない場合には、 Blaze サーバは同じコンピュータにて実行されている Licensing Server
への接続を試みます。
その他の方法としては、Licensing server address内のBlaze Server Configurationにて、
Licensing Serverのアドレスを明確に指定する方法があります。以下のサンプル用画像で
は、192.168.1.1は Licensing Serverのロケーションを示します。この値はBlaze Server
を一括管理 Licensing Serverのロケーションと共に設定する際に用いられます。
Licensing Serverのアドレスを変更した後、Serviceタブを用いて Blaze Serverサービス
を再起動します。
ライセンス・サーバは初期設定値として、ポート 8888を用いて通信します。
もし有効なライセンスが見つからない場合、 Blaze Serverはお試し期間が期限切れと
なっていない限り、実行しつづけます。お試し期間が期限切れとなると、 Blaze Server
はユーザーのセッションを受け付けなくなります。「お試し期間」は 30日間内の 10日
間までとなります。
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Licensing Activation
Licensing | Activationをクリックし、シリアル番号とアクティベーション・キーを製品の
設定に入力します。検証で用いたインストールをアクティベートするには、シリアル番号
とともに「key to send to Ericom」を supportusa@ericom.com に送信し、手続きを依頼
します。その後、アクティベーション・キーが返信されます。そのアクティベーション・
キーを入力し、Activate License ボタンをクリックします。ライセンスを有効にするため
に Blaze Serverを再起動する必要はありません。
検証期間を延長するには、「key to send to Ericom」をEricom社の営業担当に送付して
手続きを開始します。依頼が受理された後、通常の 2週間延長用キーが返信されます。

Performance 
このページは現在のBlazeサーバのパフォーマンス統計を表示します。 
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Communication
このページはBlazeのライセンス提供用ポートや、RDPを実行するホストのアドレスを
変更するための機能を提供します。 

初期設定（3399）以外をBlazeのライセンス提供用ポートを用いる場合には、ポート番
号をクライアントのアドレス用フィールドにて明確に指定しなければなりません。 (例：
rdpdemo.ericom.com:23)

受信先のシステムが Blazeサーバを実行しているシステムでない場合には、RDPホスト
のアドレスが用いられます。このシナリオでは、Blazeサーバがエンド・ユーザと受信先
ホスト用システムの間のプロキシとして動作します。このようなタイプの設定は Blaze
のパフォーマンスに悪影響をもたらすため、推奨されていません。
両方の設定を変更するにはサービスを再開することが必要です。（サービスのページを
ご覧ください）

複数のネットワークカードのあるマシンにてBlazeサーバを実行する場合、RDPのホス
トアドレスを localhostからシステムへのRDP アクセスの可能なネットワークカードの
IPアドレスまたはDNSアドレスに変更してください。
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Acceleration
このページでは高速化／品質レベルを設定する機能、ダイナミックな圧縮を無効にする
機能を提供しています。Override client acceleration / quality settingsチェックボックスが
選択されている場合には、すべての Blazeセッションは既存の設定を用います。すべて
のクライアント用の設定は無視されます。この設定をチェック、または未チェックとす
る場合は、サービスを再起動してその変更が適用されるようにします。設定が有効とさ
れると、高速化レベルの変更にはサービスの再起動は必要ではありませんが、アクティ
ブなユーザは再接続することにより、新たな設定を用いる事ができるようになります。
Dynamic Compressionはスクリーン上の小さなグラフィックス用オブジェクト（ツールバ
ーのアイコン、タスクバーのアイコン、スタートメニューのアイコン等）を認識し、 Blaze
の品質設定が Lowの場合には高品質で、またはBlazeの品質設定が Lowより高い場合には
最高品質で圧縮します。その他すべてのグラフィックス用オブジェクトはすでに選択され
た品質にて圧縮されます。そうすることにより、高品質のリモート・デスクトップのセッ
ションを利用することができます。初期設定にて、この機能は有効となっています。無効
とするためには、「Use dynamic compression」ボックスを未選択としてください。

Security
このページではBlazeのセキュリティ条件を設定することができます。

Ericom Blazeは統合された 128-bit SSL暗号化を提供します。最高のパフォーマンスが求
められる場合には、RDPセキュリティ暗号化レベルを Lowに設定し、Encrypt Blaze
communicationをAlwaysと変更することができます。この設定を用いる事により、
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Ericom Blaze SSL暗号化がRDP暗号化の代わりに用いられます。詳細につきましてはこ
の資料のベスト・プラクティスの章にてご確認ください。

Logging
このページでは、特定のログイン方法機能を有効または無効にする機能について説明し
ます。Ericomサポートとしましては、問題の原因究明のためにログをデバッグすること
を求める場合があります。ここでは、ログのデバッグが有効となっています。

Advanced (管理者のみ利用)
このページでは高度なEricom Blazeサーバの設定へのアクセスを提供します。それらの
設定はシステムのレジストリに保存されています。
Open Registry：エディタを開き、Ericom Blazeレジストリ用のキーが保存されているロ
ケーションを表示します。
Export Settings：Blazeサーバのレジストリ用キーをユーザのホーム・フォルダにエクス
ポートします。（例：マイドキュメント)

Import Settings：以前にに保存されたBlazeサーバのレジストリの設定をインポートし 
ます。
Advanced Configuration：すべての設定可能なレジストリ用キーの設定内容をレジストリ
に追加します。初期設定として、初期設定値から変更された設定のみレジストリに保存
されます。
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ホストのファイヤーウォール設定
エンド・ユーザのデバイスからBlazeの有効なホストへのEricom Blazeトラフィック通
信が可能であることを確認してください。ファイヤーウォールの設定が必要とされる場
合もあります。
Windowsのオペレーティング・システムにて、Blaze用ポート（初期設定値は 3399）へ
のトラフィックが可能であるようにWindowsのファイヤーウォールが設定されてること
を確認してください。
Windowsでのファイヤーウォール設定のサンプル：

ポート転送の設定
ファイヤーウォールにてBlazeの有効なホストへのポート転送が設定されている場合に
は、Blazeポート（初期設定値：3399）へ転送されているかどうか確認してください。
3389（初期設定RDPポート）へ転送してはなりません。
もしカスタムのBlazeポートが用いられている場合には、Communicationのページで設
定されているポートの値に対して転送がなされるようにファイヤーウォールを設定して
ください。
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3. ライセンスの概要
検証（デモ）期間

すべてのBlazeサーバのインストールには、同じデバイスにインストールされているライ
センス・サーバがすでに含まれています。初期設定として、ライセンス・サーバには 30日
間の検証期間がすでに含まれています。この期間中、ライセンス・サーバは 50までの同
時利用ユーザ用ライセンスを許可します。検証期間を延長したい場合には、Ericom営業担
当にご連絡ください。

ライセンス・モード
Ericomライセンス・サーバのサービスはEricom Blaze用のライセンス提供を管理します。
高速化された Ericom Blazeのクライアント用セッションを用いている場合には、常に
Ericomのライセンスが必要となります。ひとつのライセンス・サーバにて無制限数の
Blazeサーバのライセンスを管理する事ができます。 

2種類のライセンス形態があります。
同時利用ユーザ：　同じライセンス・サーバを用いているすべての Blazeサーバに現在
接続されているアクティブ・ユーザの数をもとに、Ericomのライセンスを数えます。こ
の方法においては、このような点を考慮してください。

 ひとりのユーザが、ひとつのクライアント用デバイスから同時に用いているBlaze
のセッション数にはライセンスの制限は課されません。ユーザがこのデバイスで
用いているセッション数に関わりなく、ひとつのライセンスが必要となります。

 同じユーザが複数のデバイスからBlazeセッションを同時に用いている場合には、
デバイス数と同じ数のライセンスが必要です。

 複数のユーザが同じデバイス（例：高速のユーザ・スイッチング）を用いている場
合には、アクティブのBlazeセッションを利用するユーザ数と同じ数のライセンス
が必要です。

指名されたユーザ：　同じライセンス・サーバを用いているすべての Blazeサーバに接
続したことのある、登録されているユーザ名の数をもとにして、Ericomライセンスを数
えます。この方法においては、次の点を考慮してください。

 ユーザにより最初に用いられた名前に対してライセンスが割り当てられます。
 Blazeクライアントを実行するためにこの名前が 14日間全く用いられなかった場
合には、その期間の後、ライセンスは自動的にリリースされます。この名前に割り
当てられたライセンスは 14日の期間が終了する前にリリースすることはできませ
ん。
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一括管理サーバ設定 
Blazeサーバはリモートのライセンス・サーバを用いるように設定することができます。
そうすることによりひとつのライセンス用プールを複数のBlazeサーバで共有することが
できます。
 例えば、10ユーザ用ライセンスを一括管理サーバで一度にアクティベートすることがで
きます。そうすることにより、ネットワーク上のすべてのBlazeサーバは一括管理サーバ
のライセンス用プールを用いることができるようになります。Ericom社は 2つ以上のタ
ーミナルサーバ（RDPホスト）がある環境では、障害やコンフリクトを避ける目的で、
ライセンスをホストするひとつの専用サーバを設置することをお勧めします。その際に
は以下の点に配慮するようにします。

 一括管理ライセンス・サーバはより可用性の高いサーバにホストすることにより、
ライセンスを効率よく分配することができるようになります。

 VDI（仮想デスクトップ）環境では、クローンされたデスクトップやゴールド・イ
メージ用テンプレートにライセンス・サーバをインストールしないようにしてくだ
さい。

 2つ以上のサーバがある TS／RDS環境において、ターミナルサーバにライセンス・
サーバをインストールすることはお控えください。

 サーバにて再起動やその他障害を興しかねない動作を最小限に留めるようにします。
オフピーク時にのみアップデートを適用するようにします。

もし有効なライセンスが見つからない場合、 Blaze Serverはお試し期間が期限切れと
なっていない限り、実行しつづけます。お試し期間が期限切れとなると、 Blaze Server
はユーザーのセッションを受け付けなくなります。「お試し期間」は 30日間内の 10日
間までとなります。もしライセンス・サーバに問題がある場合には、お試し期間が期限 
切れとなる前に問題を解決するようにしてください。
一括管理ライセンス・サーバは以下の 3つの方法にて用いる事ができます。

DNS Lookupを用いる

この設定が用いられている場合においては、Blazeサーバは、ローカルにインストールさ
れたライセンス・サーバを用いる前に、常に一括管理ライセンス・サーバを探すようにし
ます。もし一括管理ライセンス・サーバが見つかり、利用する事ができる場合には、ロ
ーカルのライセンス・サーバは無視されます。Ericom Blazeサーバのサービスが開始さ
れた際に、以下の手順に従って一括管理されたライセンス・サーバのアドレス（IPまた
はDNS名）を探します。
1) DNS-SRVエントリー
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BlazeサーバはDNS-SRVエントリー（_ericom-license-server._tcp.<domain>）にてライセ
ンス・サーバのアドレスを探します。
例：_ericom-license-server._tcp.ericom.local

2) DNSエントリー
もしDNS-SRVレコードが存在しない場合には、BlazeサーバはDNSエントリー
（ericom-license-server.<domain>）にてライセンス・サーバのアドレスを探します。
例：ericom-license-server.ericom.local

3) Localhost

もしDNSエントリーが存在しない場合には、ローカルにてインストールされたライ
センス・サーバが用いられます。（例：localhost  がライセンス・サーバのアドレスと
してもちいられることになります）

マニュアル入力

管理者はBlaze Server Configurationアプリケーションのライセンス用ページを用いて、
ライセンス・サーバを明確に指定するようにします。

PowerTerm WebConnectを用いる
PowerTerm WebConnectのWebConnectブローカーが用いられている場合には、すべて
のライセンスはブローカーより入手されます。Blazeサーバのライセンス機能は完全に無
視されます。
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4. Windows用のEricom Blazeクライアント
Ericom BlazeクライアントはBlazeが有効なホストに接続します。このコンポーネント
はクライアント用デバイス（ユーザが接続するために用いているコンピューター）にイ
ンストールされます。

注意 Ericom Blazeは初期のバージョンに遡って対応していない場合があります。もし初期
のバージョンのBlazeをお用いの場合には、最適化を図るために、すべてのBlazeク
ライアントとサーバ用コンポーネントを同じバージョンとするようにしてください。

Ericom Blazeクライアントに求められるもの
Ericom Blazeクライアントはユーザのデバイスにインストールされます。.

 1章にて、サポートされているプラットフォームを確認してください。 

 20 MBの利用可能なハードディスク容量

 MMXが利用可能なCPU

Ericom Blazeクライアントをインストールする
 Blazeインストーラにてこれまでのインストレーションが上書きされるかもし

れません。
 Ericom Blaze Client.msiを実行します。

 ライセンス契約事項を確認し、承諾します。installation locationを選択し、ど
のユーザがEricom Blazeを利用するのかを指定します。

 

 Nextをクリックし、Blazeクライアントを用いるために.rdpファイルを関連づ
けます。.blaze拡張子が自動的にシステムに追加されます。関連づけられた設定
ファイルをダブルクリックすると、Blazeクライアントはファイルの設定に従っ
て開始されます。
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ヒント RDPクライアント (MSTSC.exe) とともに作成された.rdpファイルを用いてBlaze
セッションと自動接続するには、まずはじめに  Blaze クライアントを用いて.rdpファ
イルを保存しなければなりません。Blazeクライアントを用いて.rdpファイルを保存
する前に開始すると、Blazeクライアントのユーザ・インターフェースが開きます。
Blazeクライアントを用いて.rdpファイルを保存する（すべての設定が保たれる）
と、今後は開始時から自動接続されるようになります。

Nextをクリックしてインストレーションを開始し、インストレーションが完了するのを
待ちます。（セキュリティの権限を上げるようにリクエストされる場合もあります。） 

表示ウインドウにてCloseをクリックすると、Blazeクライアントが利用可能となります。
 

WindowsにてEricom Blazeクライアントを用いる
インストールされた後は、Ericom Blazeクライアントはスタートメニューから開始でき
るようになります。

または、Ericom Blazeクライアントは.blaze拡張子の設定ファイルをダブルクリックす
ることにより開始する事ができます。そうすることにより、設定用のユーザインターフェ
ースを表示する事なく、Blazeクライアントはファイルにて特定された設定を用いてすぐ
に接続することになります。.blazeファイルは実行可能な blaze.exe用のパラメータとし
ても用いる事ができます。

注意 スプラッシュ・バナー内のEricomロゴをお好みの画像と取り替えるには、blaze.exe
がある同じディレクトリにて、splash.pnpという名前のファイルを作成します。この
ファイルは 700x120ピクセルとしなければなりません。対象となるロゴまたは画像
をこのファイルにコピーすると、スプラッシュ・バナーの上に表示されます。
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一般的な設定

コンピューター： Ericom Blazeサーバまたは一般的なRDPホスト（ホスト名または IP
アドレス）を実行しているホストのアドレスを入力します。ポート番号が指定されてい 
ない場合には、初期設定値として、ポート 3399が Blazeの高速化コンポーネント用とし
て、ポート 3389が一般のRDP用として利用されます。
異なるポート番号を指定するには、「:<port number>」をアドレスの末尾に追加してくだ
さい。例えば、ポート 23を用いる場合には rdpdemo.ericom.com:23 となります。
ユーザ名／パスワード (オプショナルのフィールド) ：対象となるホストにログインする
ために身分証明を入力します。ホストのログイン用ダイアローグを避けるには、両方とも
入力してください。
強化されたRDP圧縮と高速化を有効とする：このボックスを未選択とすると圧縮と高速
化が無効となります。無効となっている場合には、RDPが用いられます。
Ericom Blaze高速化 / 品質設定

 Moderate/Highest：パーフェクトな品質（ロスのない圧縮）。正確な画像提
供が必要な場合に最適です。
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 Good/Very High：画像品質のロスを最小限に保ちます。
 Fast/ High：若干品質が落ち、最高度より若干高速となります。 

 Very Fast/Good：品質とパフォーマンスのパランスを保ちます。通常はこち
らを選択します。

 Fastest/Fair：品質は落ちるものの、パフォーマンスが向上します。帯域が限
られている場合、とりわけグラフィック用アプリケーションを用いる場合に
有効です。 

接続の設定: 

 Save：読み込まれているロケーションよりファイルに設定を保存します。も
し設定がファイルより読みこまれていない場合には、Save Asと同様になり
ます。（以下を参照してください。）

 Save As：新しい.blazeファイルに設定を保存します。拡張子.rdpのついた
ファイルを保存する事も可能です。

 Open：既存の.blazeファイルより設定を読み込みます。拡張子.rdpのついた
ファイルから設定をロードすることも可能です。

以前の設定にアクセスする。
a. 過去のすべての有効なセッションの設定は自動的に再利用するために保管
されます。 

b. 以前の設定を用いるには、Computer名の右側のドロップダウンの矢印ア
イコンをクリックします。用いられた順にセッションが表示され、最も最
近用いられたセッションが一番上に表示されます。以下をご覧ください。 
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Ericom Blazeセッションを開始するためのすべてのパラメータが設定された後に
Connectをクリックします。

ディスプレイの設定

ディスプレイの設定：Ericom Blazeセッションのスクリーンサイズを指定します。フル
画面セッションではローカル画面の全面が利用されます。
リモートのセッションのためのモニターを選択する

 Use my current monitor：Blazeセッションは現在使用中のモニターのみ開きま
す。（Blazeダイアローグが表示される部分）

 Use all my monitors：すべてのモニターを用いてBlazeセッションを開きます。

Windows Server 2008 R2やWindows 7に接続する場合には、リモートセッシ
ョンの仮想モニターを作成するためにRDP Multimon機能が用いられます。こ 
の場合、それらの仮想モニターはローカルのモニターと全く同様となります。
それ以前のバージョンのWindowsに接続する場合には、ひとつのリモート用モ
ニターを作成するために複数モニター拡張が用いられます。MSTSC.exeの
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/spanフラグのように、ひとつのリモート用モニターによりすべてのローカル用
モニターがまとめられます。用いられているモニター数に関係なく、デスクト
ップの解像度は最高 4096x2048となります。このモードでは、Ericom Blazeは
自動的にウインドウのサイズと位置を調整し、モニター内で適切に表示される
ようにします。例えば、アプリケーション用ウインドウを最大すると、主要モ
ニター内に収まります。 

 Span all my monitors：Blazeセッションはすべてのモニターを用いて開きます。
マルチ・モニターの拡張機能はすべてのローカルのモニターをカバーするひと
つのリモート・モニターを作成します。この機能はすべてのオペレーティング
・システムにて備えられています。

 Monitor X：Blazeセッションは Xとして認識されたモニターを開きます。（X
は数字によるモニターの識別方法を意味します）

フル画面を用いる際に接続バーを表示する
Blazeのフル画面接続バーには 3つのモードがあります。

 Yes：接続バーが利用可能で、auto-hideモード（初期設定）にて開始されます。
 Pinnedモードに変更する事もできます。

 Yes (Pinned) ：接続バーが利用可能で pinnedモードにて開始されます。
unpinnedにすることにより auto-hideモードに変更する事もできます。

 No：接続バーが利用可能ではありません。キオスクやシンクライアント環境
で有効です。 

カラー：Ericom Blazeセッションにてカラーの深みを特定します。ホストのプラットフ
ォームにて提供されている最高のカラー設定を用いるように 32 ビットのカラーを指定し
ます。32 ビットまたはそれ以下となることもあります。例えば、Windows 2003では 24
ビットとなります。

注意：Windows 2003 SP2サーバに接続している場合、クライアント用デスクトップの
解像度がかなり高い場合には、カラーの深みは低くなります。この問題を解決するため
にMicrosoft Hotfixを利用する事ができます。詳細につきましては、よくある質問の部分
を読んでください。
接続バーを表示する：フル画面モードのRDPウインドウの上に表示される Ericom Blaze
RDPバーを非表示とするには、このボックスを未選択としてください。
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ローカル用リソースの設定

Remote Audio：Ericom Blazeセッションのためのオーディオ設定を指定します。
Keyboard：Windowsキーの組み合わせの設定を指定します。
Local devices and resources：プリンタやクリップボードの転送を有効にします。 

ヒント 通常のRDPプリンタの転送を用いるには、プリンタのドライバがホストとクライア
ントにインストールされていなければなりません。

Click More … リモートのホストのローカル用ディスクのマッピングを指定します。特定
のフォルダ（ローカルのユーザのMy Documents やDesktop等）をマッピングすること
は可能です。セッションがアクティブな間、プラグインされたドライバーのマッピング 
を有効にする事もできます。

サードパーティのアドイン：32-bitのサードパーティーRDPアドイン（例：ユニバーサ
ル印刷のリダイレクトをサポート）の利用を有効とする。Blazeは 32-bitベースのアドイ

Ericom Blaze™                                                     25



ンのみサポートしており、x64ベースのサードパーティー・コンポーネント（例： 
triCeratの x64 Screwdriversクライアント）をサポートしていません。X64システムにて、
32-bitバージョンのアドインを用いてください。
もしサードパーティのアドインがクライアント用システムに適正にインストールされてい
ない場合には、それらを選択するための表示がBlazeクライアントにてなされません。 
Net2Printerや ThinPrint、triCerat、Print2RDPなどのユニバーサル印刷のソリューション
はすてにテストされています。AudioTS two-way audio redirection もサポートされていま
す。 サードパーティーのソリューションに関する情報につきましては、Ericom
(sales@ericom.com) に問い合わせてください。

ユニバーサル印刷
Ericom Blazeはユニバーサル印刷のサポートが含まれています。ビルトインのユニバー
サル印刷はPostscriptをベースにしており、リモートで実行されたプリント・ジョブをロ
ーカルのプリンタにリダイレクトします。ローカルのプリンタはリモート・セッション
において利用可能なプリンタとして表示されます。ユニバーサル印刷を有効とするには、
Printers (Universal) 設定をチェックするようにします。

この例では、Blazeクライアントを実行しているWindows 7 システムにて 2つの利用可
能なプリンタがあります。
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Blaze RDPセッションにて、リダイレクトされたプリンタはリモート・デスクトップに
て設定されたプリンタと共に表示されます。リダイレクトされたプリンタはラベル上の
コンピュータ名に「[PS]」というシンボルが付されます。

注意 プリント・ジョブを扱うために通常のHP Postscriptドライバが用いられます。ユー
ザはほとんどの種類のプリンタを用いる事が可能ですが、一部のプリンタ機能（例：
duplex printing）は利用できない場合があります。お用いのプリンタ特有の機能をサ
ポートするには、サードパーティの印刷ソリューションを用いるか、通常のRDP印
刷（RDPホストでプリンタ用ドライバをロードする方法）を用いる事をご検討くだ
さい。

リダイレクトされたプリンタにて印刷するには、アプリケーションのPrintダイアローグ
が表示された際に、お望みのプリンタを選択するのみとなります。
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プログラムの設定

Ericom Blazeのシームレス・アプリケーションを用いて、ユーザはデスクトップ内にリ
モートのアプリケーションをローカルのアプリケーションのように表示することができ
ます。リモート・デスクトップは表示されません。この機能を用いるなら、ユーザのロ
ーカル用アプリケーションとリモートのアプリケーションを同時に利用することができ
ます。シームレス・アプリケーションはBlazeクライアント経由の高速／非高速モード
のいずれにおいてもサポートされています。アプリケーションが開始されるホスト・シ
ステムにてBlazeサーバが必要となります。
Start the following program on connectionをチェックし、シームレス・アプリケーション
として開始されるプログラムのパスとスタートアップ用フォルダを指定します。リモー 
トのシステムのアプリケーションのパスを入力する事を覚えておいてください。ローカ
ル（ユーザ）用システムのアプリケーションのパスは入力しないでください。
Ericom Blazeはシームレス・アプリケーションにてセッション共有をサポートします。
複数のシームレス・アプリケーションを同じセッションにて開始する事ができるため、
不必要なログインを最小限にすることができます。有効とするには、Enable session
sharing ボックスをチェックします。

ヒント Blazeシームレス・アプリケーションはMicrosoft RemoteAppsの代わりとして用いる
事ができるかもしれません。Blazeサーバを実行するリモート・ホストからのシーム
レス・アプリケーションを開始するために、Blaze設定ファイルを指定することがで
きます。ユーザのデスクトップにBlaze用アイコンを表示することにより、ユーザは
Blazeを用いたアプリケーションを容易に用いる事ができるようになります。
サンプルのアイコン:
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Experience      タブの設定  

Experienceドロップダウン用ボックスをクリックし、ユーザのネットワーク速度に最適
な設定を選択します。セッション用機能のチェックボックスを未選択とすることにより
無効とする事もできます。

注意 もしShow window contentが選択されている場合には、RDPホストにおいても有効
とする必要があります。設定はオペレーティング・システムにより異なり、インター
ネットにて「Show window conent」と検索し、情報を集めるようにしてください。

Instant Bitmap Caching：最高のパフォーマンスを提供するために、ビットマップをキャ
ッシュすることを許可します。Microsoft RemoteFXが有効となっているRDPホストと接
続する際にはこの設定のチェックを外してください。
Reconnect if the connection is dropped：Blazeセッションがネットワーク障害にて妨げ
られた場合に、セッションに自動再接続することを有効とします。 

ゲートウェイ・タブの設定
Ericom Secure Gatewayが用いられている場合には、Connect using Ericom Secure
Gateway ボックスをチェックします。Ericom Secure Gatewayサーバのアドレスを入力
します。もし特定のポートが指定されていない場合には、初期設定値の 443が用いられ
ます。ポートを指定するには、以下の例にて示されている通り、「:」とポートの値を入
力します。Secure Gatewayにログインするためのユーザ用アカウントが必要とされます。
こちらはマニュアルで入力するか、Ericom Blazeクライアントにて保存されている身分
証明を用いるかのいずれかとなります。
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Ericom Secure Gatewayに関するより詳しい情報につきましては、Ericom Secure
Gatewayのマニュアルにてご確認ください。

ローカル・カーソルのオプション
ローカル・カーソルを有効とするには、テキストエディタを用いて.blazeファイルを変更
し、ファイルの最後に以下のいずれかを追加するようにします。
1. "null cursor:s:cross" 

こちらは十字カーソルを表示します。
2. "null cursor:s:arrow" 

こちらは通常のローカルの矢印カーソルを表示します。
3. "null cursor:s:png" 

こちらは blaze.exeディレクトリにある「null_cursor.png」ファイルを用います。この画
像は 32x32ピクセルでなければならず、32ビットまでの色と alpha（0 =
transparent、225 = fully opaque）により構成されます。
4. "null cursor:s:bmp" 

こちらは 2つのB&Wビットマップ「null_cursor.bmp 」と「null_cursor_map.bmp」
を用います。カーソルのビットマップ（B）とマスク（W）は以下の用な組み合わせとな
ります。
B = 1とM = 1の場合には黒となる
B = 0とM = 1の場合には白となる
B = 0とM = 0の場合にはトランスペアレントとなる
B = 1とM = 0の場合には WindowsではXORにて処理された結果となり、その他のすべ
てのプラットフォームでは未定義の結果となる

注意 この設定がマニュアルで.blazeファイルに追加された後は、新しい設定を更に追加保
存しないようにしてください。新たに保存がなされた場合にはこの設定が上書きされ
てしまい、その設定をマニュアルにて再度追加しなければならなくなります。
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5. VMware® View Client Mode
Ericom Blaze ClientはVMware Viewコネクションブローカをサポートします。Ericom
Blazeは認証のためにViewブローカを用い、対象となる仮想デスクトップに直接接続し
ます。VMware ViewアクセスにてEricom Blaze RDP高速化を用いている場合には、
Blazeクライアントは Viewクライアントのように用いられます。Blazeクライアントは
Viewクライアントを必要とはせず、 Viewクライアントと取り替えられることもありま
せん。

BlazeクライアントにてVMware Viewモードを有効とするには、Switch to VMware
View mode ボタンをクリックします。

Ericom Blaze – VMware Viewのインターフェースが表示されます。
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VMware Viewコネクションブローカにて求められる場合には、SSLを有効にします。
VMware ViewサーバのアドレスをComputerフィールドに入力し、Connectをクリック
します。
次のダイアローグでは、ユーザの身分証明が求められます。

認証がなされた後、BlazeクライアントはViewブローカー経由で利用可能なデスクトッ
プのリストをユーザに表示します。
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お望みのBlaze設定を済ませ、Connect ボタンをクリックして選択されたデスクトップ
に接続します。

注意 Blazeクライアントは PCoIPをサポートしません。Ericom Blazeクライアントと
BlazeプロトコルはViewクライアントや PCoIPプロトコルに対し、独自に機能しま
す。

Secure Gatewayアクセス
Ericom Secure Gatewayが用いられている場合には、Connect using Ericom Secure
Gateway ボックスをチェックします。Ericom Secure Gatewayサーバのアドレスを入力
します。もし特定のポートが指定されていない場合には、初期設定値の 443が用いられ
ます。ポートを指定するには、以下の例にて示されている通り、「:」とポートの値をア
ドレスの後に入力します。この例では、Secure Gatewayは secgate.acme.comというア
ドレスがあります。ポートの指定はないので、自動的に 443が用いられます。
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6. Mac用のEricom Blazeクライアント
インストレーションに求められるもの

 Mac OS X10.5またはそれ以上

 20 MBの利用可能なハードディスク容量

 MMXに対応するCPU

Mac用のEricom Blazeクライアントをインストールする
Mac用のEricom Blazeクライアントを開始するには、インストーラを実行し、インストー
ル用ウィザードに含まれる指示に従います。

MacにてEricom Blazeクライアントを用いる
Ericom Blazeクライアントを開始するには、blazeという名前の実行ファイルまたはショ
ートカットを持ちいます。
Blazeクライアント 2.5またはそれ以上にて、.blaze拡張子をBlazeクライアントと関連
づけます。いずれかの.blaze設定ファイルをダブルクリックするのみで、Blazeクライア
ントがあらかじめ設定された内容に基づき開始されます。
コア機能の適切な利用につきましては、Windows プラットフォーム用のBlazeクライア
ントの章を復習してください。この章ではBlazeクライアントのWindows版とMac版の
機能の違いが扱われます。

PCキーボードを用いる
Windowsベースの物理キーボードを用いる際には、Blazeクライアントのローカル用リ
ソースのタブにて「Using a PC Keyboard 」をチェックするようにします。

この設定がチェックされた後、特定のMacからWindowsへのキー・マッピングが無効
となります。「Control and Windows 」のキーは予定どおりネイティブで動作します。
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この設定が未選択となっている場合には、初期設定のMacキーボードのエミュレーション
が用いられます。コントロール（CTRL）キーがWindowsキーとして用いられ、コマンド
キーがWindowsのコントロールCTRL）キーとして用いられます。

ドライブのマッピング
ドライブのマッピング用のダイアローグでは 3つのオプションが表示されます。

• ホーム・ディレクトリとマップするには「My Documents」を選択します。

• デスクトップ・ディレクトリとマップするには「Desktop」を選択します。

• /mediaディレクトリとマップするには「Media」を選択します。このディレクトリ
はCD-ROMドライブやフロッピー・ディスク、Zipドライブ等、取り外し可能なメ
ディアにファイル・システムをマウントするために用いられます。

リバース・スクロール・ホイール
一部のMacでは、スクロール・ホイールが逆方向にて実行されます。スクロール・ホイー
ルの現在の方向を変更するには、Local Resourcesタブにて「Reverse Scroll Wheel」
設定を選択します。

Blazeクライアントのファイル・メニュー
Mac用のEricom Blazeクライアントでは、新たな接続を開く、複数のWindows関連の
キーの組み合わせを保存する、といった更なる機能を実行するための Fileメニューが提供
されます。
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フル画面モードでファイル・メニューにアクセスするには、マウスをスクリーンの左上の
角に配置します。Macのツールバーが Fileメニューの選択と共に表示されます。

Blazeのタイトルバーを未表示とする
Mac用のBlazeクライアントにてタイトルバーが無効となっている場合には、アクティブ
なセッションの間、タイトルバーを有効とすることはできません。

もしBlazeのタイトルバーが有効となっている際に、アクティブなBlazeのセッションの
間無効とすると、ユーザはアクティブなセッションの間タイトルバーに再度アクセスする
ことができなくなります。再度タイトルバーを表示するには、ユーザはセッションを解除
し、再接続することが必要となります。
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7. Linux用のEricom Blazeクライアント
インストレーションに求められるもの

 最新版の Linuxディストリビューション（Red Hat, Fedora, SuseやUbuntu
等）。Linux kernel 2.6またはそれ以上が必要です。

 20 MBの利用可能なハードディスク容量

 MMXに対応するCPU

 Blazeを用いる前にインストールする必要のあるX11ライブラリー:
Xcursor、Xrandr、Xinerama など

Linux用のEricom Blazeクライアントをインストールする
Linux用Ericom Blazeクライアントのインストーラには以下の 4つの種類があります。

 Red Hat / Fedora / Suseなどのほとんどの Linuxディストリビューションの
rpm

 Debianベースの LinuxディストリビューションUbuntuやHP® ThinConnectな
どの deb

 ほとんどの Linux 環境に対応し、その他のユーザのルートにて利用可能なグラ
フィカル・インストーラ 

 すべてのファイルを含むBlaze.tar.gzのアーカイブ。Linuxシンクライアント
のインストレーションに最適

rpmを用いてインストーラするには、このコマンドを入力してください。
rpm –I Ericom-Blaze-Client.rpm

debを用いてインストールするには、 Ericom-Blaze-Client.debファイルをダブルクリッ
クしてください。
debバージョンもこのコマンドを実行することによりインストールできます。
dpkg –i Ericom-Blaze-Client.deb

注意 Linuxシンクライアントの debパッケージを用いてBlazeをインストールする場合に
は、シンクライアント提供ベンダーによりソフトウェアのインストール・ツールが求 
められる場合があります。
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グラフィカル・インストーラを用いるには、以下の手順に従ってください。
1. Ericom-Blaze-Client-For-Linux.zipを解凍する
2. zipから得たEricom-Blaze-Client-For-Linux.shを開始する
3. インストレーション用ウィザードの指示に従う

インストーラがルートにより実行される場合には、初期設定でのインストレーションの
ロケーションはこちらになります。
/Ericom-Blaze-Client 

そうでない場合には、インストレーションのディレクトリがインストールしているユー
ザのホームディレクトリに作成されます。例えばこのようになります。
/home/user/Ericom-Blaze-Client

インストレーションのディレクトリは blazeという名前の実行可能なファイルを含みま
す。このファイルを実行し、Ericom Blazeクライアントを開始します。
このグラフィカル・インストーラにて、お望みのディレクトリ内の実行可能なファイル
へのリンクを作成するためのオプションを利用する事ができます。初期設定では
/user/binとなります。

対象となるフォルダへの書き込み権限が求められます。さもなければ、エラーメッセー
ジが表示されます。
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LinuxにてEricom Blazeクライアントを用いる
Ericom Blazeクライアントを開始するには、blazeという名前の実行可能なファイルまた
はリンクを用います。Windowsプラットフォームと同様の接続用ウィザードが表示され
ます。詳細につきましては、Windows用のBlazeクライアントの章をご覧ください。実
行可能なファイルは、/opt/Ericom-Blaze-Clientディレクトリにあります。
コア機能を適正に用いるために、Windowsプラットフォーム用Blazeクライアントの章
を読み返してください。

ドライブのマッピング
ドライブのマッピング用ダイアローグは 3つのオプションを提供します。

 ホーム・ディレクトリをマップするにはMy Documentsを選択します。

 デスクトップ・ディレクトリをマップするにはDesktopを選択します。

 Mediaを選択し、/mediaディレクトリをマップする。このディレクトリは、
CD-ROMドライブやフロッピーディスク、Zipドライブ等の取り外し可能なメ
ディアにファイル・システムをマウントする場合に用いる事ができます。
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8. CE用の Ericom Blazeクライアント (β版)
インストレーションに必要なもの 

 Windows CE 5.0、6.0またはそれ以上

 15 MBの利用可能なハードディスク容量

 MMXに対応するCPU

CE用のEricom Blazeクライアントを入手する
ベータ版のダウンロードに関する詳細につきましては、 Ericomサポート
(supportusa@ericom.com)　にお問い合わせください。

CE用のEricom Blazeクライアントをインストールする
Windows CEデバイスは設定により大幅な違い生じます。CEにて Ericom Blazeクライア
ントをテストする最も簡単な方法は、USBキーに ZIPフォルダー (Blaze.exeと
msvcr90.dll) の中身をUSBドライブ内に解凍保存し、実行させる方法です。CEデバイス
が完全にロックされてしまっている場合には、シンクライアント提供先ベンダーに連絡
を取り、シンクライアント用イメージにCE用のEricom Blazeを追加するように要請す
ることが必要となります。 
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9. ベスト・プラクティス
セキュリティ設定をチューニングすることによるパフォーマン
スの向上

免責 システムやサービスにセキュリティ関連の変更をする前に、御社セキュリティ管理者
に相談するようにしてください。

Microsoft RDPに対して暗号化が有効となっている場合には、サーバ（ホスト）のリソー
スがより多く消費されることになります。リソースの利用を少なくし、Ericom Blazeの
パフォーマンスを向上させるには、セッションのホスト（ターミナルサーバ）の RDP
Encryption level設定を Lowにしてください。RDP暗号化のレベル設定を Lowにするこ
とにより、サーバからクライアントへのトラフィックにて RDP暗号化が無効となるよ
うに設定されます。しかしながら、クライアントからサーバへのトラフィック（ユーザ
の身分証明を含む）は引き続き暗号化されます。
Ericom Blazeは強力な 128-bit SSL暗号化を標準装備しています。この機能により、ス 
タンダードなMicrosoft RDP暗号化を利用することができるようになり、結果として
Blazeのパフォーマンスが向上します。この機能は Ericom Blazeサーバ設定用のコン
ソールを用いて有効にする事ができます。そちらにてEncrypt Blaze communicationを
Alwaysと設定してください。
RDP暗号化が必要でないネットワーク（例：サードパーティのセキュリティ用でバイス
が用いられている）では、RDP暗号化を無効にし、 Ericom Blaze SSL を inherit from
RDP と設定することによりより最高のパフォーマンスを得る事ができます。

IRDP暗号化を調整するための指針

Windows 2003, 2008, 2008R2   ターミナルサーバ  
Windows 2003や 2008の場合には、Administrative Tools | Terminal Services
Configuration を開きます。
Windows 2008 R2の場合には、Administrative Tools | Remote Desktop Session Host
Configuration を開きます。
Generalタブを開きます。
Security layerをRDP Security Layerに設定します。（こちらが初期設定サーバです）
Encryptionレベルを Lowに設定します。
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OK をクリックし、設定の変更を許可します。

注意 もしこれらの設定がグレー色となっており、変更できない場合には、それらはおそら
くグループポリシーにより管理されています。この場合にはサーバ管理者に変更を依
頼してください。

Windows      ワークステーション   (XP, Vista, 7)  
RDP暗号化はシステムのローカル／グループ用ポリシーにより設定されます。変更する
ために助けが必要な場合には、御社のシステム管理者に相談するようにしてください。 
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暗号化されたパスワードやパラメータを用いる
BlazeクライアントはXTEA暗号化パスワードをサポートします。Blazeクライアントに
て-Jパラメータ（「J」は大文字）を用いて暗号化されたパスワードを作成します。

すると、暗号化されたパスワードが提供されます。

暗号化されたパスワードを用いるには、blaze -uUserName -j <encrypted password>
<ServerName> を実行します。（小文字「j」に注意します）
例：

　　  Blaze.exe –uGuest –j A90AA4056B7003AEC12B02AD23025879 svr.acme.com

注意 暗号化されたパスワードはコマンドラインのパラメータとしてのみ機能しま
す。BlazeクライアントのGUIにパスワードとして入力することはできません。

ロードバランサーを用いる
大規模なアプリケーションやデスクトップをホストしている環境においては、複数の
RDPホスト・サーバが必要とされます。大きな負荷を扱い、大規模なターミナルサーバ

Ericom Blaze™                                                     43



群にてユーザを均等に割り振るためにEricom PowerTerm WebConnectコネクションブ
ローカを用いる事ができるかもしれません。Blazeはターミナルサーバを認識するサード
パーティのロードバランサーと連動させることができます。（例： Windows 2008
Session Brokerや 2X Load Balancer）

設定
Windowsオペレーティング・システム（2003かそれ以上）上で実行されるソフトウェア
・ベースのロードバランサー（例：Remote Desktopコネクションブローカ）を用いてい
る場合には、Ericom Blazeサーバは同じマシンにインストールすることができるかもし
れません。それ以外のロードバランサーにおいては、別のマシンにEricom Blazeをイン
ストールするようにしてください。
Ericom Blazeサーバはロードバランサー用アドレスやポートに接続するように設定され
なければなりません。そうするために、Ericom BlazeサーバのConfiguration Toolを用い
る事ができます。Communicationタブを開き、RDPホスト用アドレスにロードバランサ
ーの address:port#を入力してください。Blazeサーバがロードバランサーと同じ
Windowsマシンにインストールされている場合には、localhost:port#を用いてください。

Ericom BlazeクライアントがBlazeサーバのアドレスと接続するように設定してくださ
い。Blazeサーバはロードバランサーにコミュニケーションを転送します。この環境では、
Blazeサーバ、ロードバランサー、RDPホスト間の接続は密接かつ遅れのないようにし
なければなりません。そうすることにより、優れたパフォーマンスを提供することがで
きるようになります。 

この図では、Ericom Blazeがロードバランサーとどのように連動するかについて示され
ています。 
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Ericom Blazeサーバを実行しているシステムは、アクティブなユーザすべてがスムーズに
利用できるようにするために、十分なメモリを備えている必要があります。   

設定のサンプル
それぞれのBlazeサーバのセッションにはだいたい 7MB程度用いられます。Blazeサー
バに 2560 MBのメモリがある場合には、このサーバで扱うことのできるユーザの数はこ
のように割り出す事ができます。
512MB + 2048 MB / 7MB = 292ユーザ
512MBはオペレーティング・システムに割り振られます。残りのメモリはユーザのセッ 
ションのために用いられます。Blazeサーバは 32 bitのアプリケーションであるため、2
GB程度用いられるのみとなります。300ユーザ以上サポートする必要がある場合には、
Ericomサポートにご相談ください。

外国語のキーボード・レイアウトならびに外国語での利用
インストレーションに必要とされるもの
クライアントで用いられる言語は、Blazeがインストールされているホストによって定義
されます。

Macと Linuxの設定
LANG環境変数はクライアント用デバイスの言語を定義するために用いられます。LANG
環境変数がクライアントにて正しく設定されているか確認してください。環境変数のバ
リューがBlazeクライアントのフォルダ内の lang.txt ファイルにある入力と一致している
か確認してください。
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国際スペイン語は現在サポートされていません。一般スペイン語を用いるようにしてく
ださい。
新しいバージョンのBlazeクライアントでは希望するキーボードのロケールを選択する
ためのドロップダウン・ボックスが含まれます。
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10. Ericom Blazeをアンインストールする
Windows 
Control Panel | Add/Remove Programs にてEricom Blazeクライアントとサーバをアン
インストールします。 

Linux
Blazeアプリケーション・ディレクトリからアンインストールするスクリプトを実行しま
す。 

Mac
Blazeアプリケーション・ディレクトリからアンインストーラを実行します。
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11. Juniper® SSL VPNとのインテグレーショ
ン
設定に必要とされるもの 
Juniper SA-2000 6.0R1 

Ericom Blaze Client 1.2またはそれ以上
Ericom Blazeサーバ 1.2またはそれ以上

Windows Secure Application Manager Configuration (WSAM)
Juniper SSL VPNアプライアンスを用いて Ericom Blazeを用いる方法のひとつに、ネッ
トワーク・アクセスにWindows SAM (WSAM) を設定する方法があります。WSAMは
HTTPS接続経由で Ericom Blazeのトラフィックをトネリングすることによりアクセス
を許可します。
Juniper IVEからの場合には、こちらを参照します。　Users  User Roles  <Role
Name>  SAM  Applications

Add Serverをクリックします。
NameフィールドにBlazeサーバのディスプレイ名を入力します。次に、サーバを見極め
るための説明を入力します。
ServerフィールドにBlazeサーバ名を入力します。以下の例では、server.widgets.com が
用いられます。
PortsフィールドにEricom Blazeポートを入力します。
Save Changesをクリックします。

Ericom Blaze™                                                     48



IVEブラウザよりこちらを参照します。 Users  Resource Policies  SAM  Access
Control

<Role Name>のためのWSAMアプリケーションのポリシーを確認します。もしポリシー
が存在しない場合には、次のステップに進みます。そうでない場合には、設定は完了し
ています。
「New Policy」をクリックします。
NameフィールドにEricom Blazeサーバのポリシーのディスプレイ名を入力します。
Descriptionフィールドにポリシーを見つけるのに役立つ説明を入力します。 

Resourcesフィールドに以下のフォーマットでアドレスを入力します。
<server_name>:<port>. 

Rolesセクションにて、Ericom Blazeサーバにアクセスするための適切な役割をクリッ
クします。
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Actionセクションにて、「Allow socket access」を選択します。
「Save Changes」をクリックします。
Java Secure Application Manager Configuration (JSAM)

Juniper SSL VPNアプライアンス経由で Ericom Blazeを用いるその他の方法には、 Java
SAM (JSAM) やネットワーク・アクセスを設定する方法があります。JSAMにはクロス
プラットフォームであることの利点があり、ワークステーションにて管理者用特権がな
くても実行する事ができます。JSAMは、HTTPS経由で Ericom Blazeトラフィックをト
ネリングすることにより、アクセスを許可します。
まずはじめに、Windows SAMの代わりに Java SAMを用いるためのユーザの役割を正し
く設定します。
Juniper IVEより以下を参照します。Users  User Roles  <Role Name>  General 
Overview

 Access featuresセクションをスクロールダウンします。
Secure Access Managerを選択し、Java versionラジオボタンを選択します。
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Save Changesボタンをクリックします。 

Juniper IVEより以下を参照します。Users  User Roles  <Role Name>  SAM 
Options

ラジオボタン「Java SAM」が選択されていることを確かめます。
「Java SAM Options」セクションにて、「Automatic Host Mapping」を選択してユーザ
が社内のDNS名を用いることを許可します。このオプションが正常に機能するには、ユ
ーザはローカルのワークステーションに対してローカルの管理者用アクセスを持ってい
る必要があります。
「Save Changes」をクリックする
Juniper IVEより以下を参照します。 Users  Resource Profiles  SAM  Client
Applications

「New Profile」を選択する
Typeを「JSAM」と設定する
Applicationを「Custom」と設定する
名前を設定する。例：「Ericom Blaze」
Ericom Blazeサーバを JSAM Port Forwardingセクションに追加します。Ericom Blazeサ
ーバのポートは 3399となります。それぞれのエントリーにて、「Add」ボタンをクリッ
クしてください。
チェックボックスの「 Create and access control policy allowing Sam access to these
servers」が選択されている事を確認してください。 

「Save and Continue」を選択します。役割のセクションが表示されます。

Ericom Blaze™                                                     51



「Available Roles」から適切な役割を選択し、「 Add-> 」ボタンを選択します。
「Save Changes」ボタンをクリックします。
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12. iGel® Linuxシンクライアントのインストー
ル
この章では iGelカスタム・パティッションを用いて IGel Linuxシンクライアントに
Ericom® Blazeクライアントをインストールする方法について説明します。この内容をよ
く理解するには、iGel Universal Management Suite (UMS)とデバイスを管理する上での
十分な知識があることが求められます。iGelカスタム・パティッションに関する更なる
情報は iGel UMS 管理者用ガイドにて提供されています。

必要とされるもの
iGel管理ツールをインストールするWindows 2003 / 2008 サーバ。iGel Universal
Management Suite 3.5.550 (Build 7867) はEricomにより承認されています。
iGel Linuxシンクライアント用デバイス、ファームウェア・バーション: 4.03.500.01を実
行している iGel UD3-720LX がテストに用いられました。

ステップ 1: Blazeファイルと iGel inf ファイル
Ericomのテクニカル・サポートに連絡し、iGel Linux Blazeパッケージを依頼してくださ
い。このパッケージは以下により構成されます。 

Blaze.rar.bz2：このアーカイブ用ファイルには、デバイスに転送される blazeのコンポー
ネントが含まれています。拡張子は “.rar.bz2”としなければなりません。
Blaze.inf：このファイルは iGel設定ファイルとなります。このファイルのフォーマット
は以下のようになります。

[INFO]

[PART]

file="ericom.tar.bz2"

version="1"

file= はファイル名を示します。Version= はBlazeバージョンとともにアップデートされ
なければなりません。これらのファイルとその利用法に関する更なる情報につきまして
は、iGel提供資料 (Custom Partition) を確認してください。

ステップ 2: 仮想ディレクトリを作成する
1) iGel Universal Management Suite (UMS) にフォルダを作成する。
2) Ericomにより提供された iGel用ファイルをこのフォルダにコピーします。 

3) UMS Administrator（コンソールではありません）を開始します。
4) 「snapshots – File Source」タブをクリックします。 
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5) addをクリックし、名前を付け（この例では igelとします）、ステップ 2で作成した
フォルダにこのフォルダを設定します。OKをクリックして作業を続けます。

ステップ 3: 仮想ディレクトリをテストする
1) ファイルにアクセス可能か確かめます。
2) ウェブ・ブラウザを開き、以下を開きます。  http://yourservername:9080/igel

3) igelumsにログインするために用いたものと同じ身分証明を入力します。もし必要なら、
UMSに他のユーザ用アカウントを追加します。そうするためには、Systemメニュー
より Administrator Accountsを選択します。

4) うまくいった場合には、ディレクトリの一覧にて以下の 2つのファイルが含まれます。
 

ステップ 4: Create the iGel Profile in UMS
1) UMSに戻ります。  Profilesを右クリックして、New Profile を選択します。
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2) 以下を開きます。 System | Firmware Customization | Custom Partition | Partition

パティッションを有効にする
1) Enable Partitionをクリックし、パティッションのサイズを設定します。（例：

20MB）
2) Mount pointは/customのままにします。 

ダウンロード
1) Downloads をクリックし、新しいPartition Data Sourceを追加します。
2) URLを設定します: http://yourservernameorip:9080/igel/ericom.inf

3) 有効なユーザ名とパスワードを入力します（例：UMSにログインするために用いたも
の）

4) Finalizing Action にこちらを入力してください。chmod 777 /custom/Ericom/*

Ericom Blaze™                                                     55



カスタム・アプリケーション
1) Custom Applicationsをクリックし、新しいカスタム・アプリケーションを追加します。
2) セッション名のフィールドに、接続名を入力します。
3) 必要とされる開始方法とその他の属性を割り当てます。
4) Settingsをクリックし、以下のコマンドを入力します。

  bash -c '/custom/Blaze/blaze  <server>'

<server>は接続先のサーバのアドレスを表します。
5) Saveをクリックします。
bashコマンドを用いる事により、初期設定でBlaze接続を開始することができます。  

接続なしでBlazeダイアローグのみを表示するには、以下を実行してください。
 bash -c '/custom/Ericom/blaze' 

カスタム設定 
Blazeクライアントはコマンドラインのスイッチを受け入れます。スイッチは bashコマ
ンドにて blaze用パラメータに追加する事ができます。
例えば、接続バーを有効にしたまま  “Good” のレベルでの圧縮を用いてEricom Test
Blazeサーバに接続するには、以下を実行してください。
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bash -c '/custom/Ericom/blaze  -G -f -x m -Z 50 rdpdemo.ericom.com:22'

一般的な      Blaze      のコマンドライン用パラメータ  

Usage: blaze [options] server[:port]

-u: ユーザ名
-d: ドメイン
-s: シェル
-c: 利用しているディレクトリ
-p: パスワード
-g: デスクトップのジオメトリー (WxH)

-f: フル画面モード
-G: 接続バーを表示する
-M#: # は用いられるモニターの場所（ 1 = first, 2=second, -1 = primary, -2 = secondary,

future: 0 all）
-b: bitmapの強制アップデート
-A: シームレスRDPモードを有効にする
-T: ウインドウのタイトル
-a: 接続カラーの深み
-Z: blazeのイメージ品質（10から 100まで）。-zと共に用いないでください。

Ericom Blaze™                                                     57



13. トラブルシューティングとよくある質問
この章では一般的な設定上の問題をトラブルシューティングするための指針について説
明します。
質問: 　BlazeはNetwork Level Authentication（NLA）をサポートしますか。
回答: 　いいえ、Blazeは現在のところNLAをサポートしていません。NLAを無効とす
るようにしてください。そうしない場合にはBlazeの接続が失敗します。（「リモート
セッションを初期化する」というメッセージが表示され、BlazeクライアントのGUIが
再度表示されます。）

質問: 　Blazeの印刷がWindows 8と 2012で機能しません。
回答: 　それらのオペレーティング・システムにて印刷をサポートするには、HP
Universal Printerドライバが必要とされます。

質問: 　Ericom Blazeの動作状況を、適切なRDPホストを設定することなく確認できる
一般用デモ用サーバなどはありますか。 

回答: 　はい、あります。Ericom Blazeクライアントをインストールした後、Start |
Programs | Ericom | Blaze Clientフォルダーにて、利用可能な 2つの選択項目があります。
こちらにて一般的なRDPとEricom Blaze RDPのパフォーマンスを比較をすることがで
きます。
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デモ用サーバにはパフォーマンスを評価するための様々なアプリケーションや資料など
が含まれています。

ヒント rdpdemo.ericom.comへ接続するにあたり、クライアント用デバイスにて、ポート 22
からの接続が求められます。

質問：Blazeのセッションが無活動の状態になっていますが、帯域をかなり消費していま
す。なぜですか。
回答：すべての画像やアニメーションの重いスクリーンセイバーを無効としてください。
スクリーンを空白にするか、テキストを用いたスクリーンセイバーを用いてください。ア
ニメーションを用いたスクリーンセイバーはいかなるプロトコルを用いている場合に置い
てもかなりの帯域を消費します。

質問：Blazeは上り帯域を用いますか。
回答：はい、Ericom Blazeは通信の一部として上り帯域を用います。ファイル共有プロ
グラム等の一部のアプリケーションは上り帯域をかなり用います。アクティブなBlazeセ
ッション中はそのようなアプリケーションにて上り帯域の利用を制限するか、全く用い
ないようにしてください。

質問：どのようにRDPポートをカスタム値に変える事ができますか。
回答：REgistry Editor（regedit.exe）を用いてこちらの設定を変更してください。
HKEY_LOCAL_MACHINE\System\CurrentControlSet\Control\TerminalServer\WinStation
s\RDP-Tcp\PortNumber

お望みのポート値を入力します。Blaze Serverは自動的にこの設定を探知します。

質問: 　Ericom Blazeクライアントを開始した際に、このようなメッセージが表示される
のはなぜですか。
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回答: 　Ericom Blazeサーバが実行されていない、または到達不可能となっています。 

 Pingを用いてサーバ（例：testserver）に到達可能かどうか確かめてください。

 ホスト／サーバのファイヤーウォールがEricom Blazeのトラフィック（初期
設定では 3399）を許可しているか確かめてください。

 サーバのタスクマネージャにて、BlazeServer32.exeが実行されているかどう
か確認してください。（サービスとして実行されているため、タスクマネージ
ャにてすべてのユーザのプロセスを示すように設定する必要があります）

 受信先ポートがBlazeサーバ設定で適正に設定されているかどうか確かめてく
ださい。

質問: 　BlazeクライアントをRDP高速化を有効にして開始した際に、点滅したスクリー
ンが表示され、何も生じません。何が間違っているのでしょうか。 

回答: 　BlazeクライアントはBlazeサーバに接続可能であるものの、BlazeサーバはRDP
ホストに接続することができていません（例えRDPホストで実行されている場合において
も）。そのホストへのRDPアクセスが無効となってしまっているか、またはネットワーク
用アダプターにより制限されている可能性があります。 

特定のネットワーク用アダプターにてターミナルサーバへのRDPアクセスが制限されてい
ないかどうかを確かめるには、アドミニストレーション用ツールにて Terminal Services
Configurationを開きます。表示されたダイアローグにて RDP-Tcpをダブルクリックし、
Network Adapterタブを選択します。Network adapterドロップダウンが「 All network
adapters configured with this protocol」として設定されているかどうかを確かめてください。
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質問: 　Blazeを用いた場合、どれほどの高速化が可能ですか。Blazeはテキストも高速
化しますか。
回答:  　ネットワークの種類とディスプレイの内容により異なります。Blazeは最大 20倍
までRDPセッションを高速化することができます。エアカード等の制限されたネットワ
ーク（帯域の低い、遅い）にて用いた場合に、より効果を発揮します。もしネットワー
ク制限のない LAN上で接続している場合には、それほど効果に気づかないかもしれませ
ん。
もし、ご利用のセッションがほとんどテキスト（例：Emailの編集）にて構成されている
場合、または白黒画面にて構成されている場合には、グラフィックスをふんだんに用い
たアプリケーション（例：グーグル・マップ、サテライト用モード）と比べると、効果
に気づきにくくなります。
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質問: 　高画質のクライアント用システムを用いて 2003サーバに接続する際、カラーの
深みが設定値より低くなります。どうすればこの問題を解決できますか。 

回答: 　最新のWindows 2003サービスパックのひとつを用いた場合、帯域を保つ目的 
で、高画質セッションにてRDPのカラーの深みが低くなってしまいます。オリジナルの
特性に戻す（設定したカラーの深みを保つ）には、Windows 2003サーバより以下のリ
ンク先のページ上にある Microsoft ホットフィックスをダウンロードしてください。
http://support.microsoft.com/kb/942610

次に、インストールの後にレジストリーのキーをマニュアルでアップデートします。

Registry subkey: HKEY_LOCAL_MACHINE\SYSTEM\CurrentControlSet\Control\Terminal Server
Registry entry: AllowHigherColorDepth
Type: REG_DWORD
Value: 1

最後に、サーバを再起動します。次のセッションではクライアントにより特定されたカラー
の深みとなっていることを確認することができます。

質問:　 Ericom BlazeはWYSE S10/V10 thin OSデバイスをサポートしていますか。
回答:　WYSE thin OSデバイスにBlazeアクセスを提供する最善の方法は以下の通りで
す。 

WYSEターミナルが実行されているロケーションにて新しい（ローカル）ターミナルサ 
ーバをセットアップします。ローカル TSにBlaze をインストールします。
RDP を用いてローカル TSとWYSEターミナル（高速 LAN接続）を接続します。その後、
リモートのシステム（遅いネットワーク接続にて）と接続するためにBlazeクライアン
トを実行します。 
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質問: 　なぜBlazeセッションでの時間設定はクライアント用システムの時間設定と異な
るのですか。
回答: 　ホストにてタイムゾーンの同期（synchronization）を有効にしてください。こち
らは以下のとおり、Group Policy Editorにて調整する事も可能です

質問：Blazeサーバを実行して多くのマシンを設定するにあたり、最善の方法はあります
か。
回答：グループポリシーを用いてBlazeサーバのレジストリーを設定します。レジスト 
リー・キーはAdvancedページ内のBlaze Server Configuration applicationよりアクセス
できます。

質問：Windows Azureと用いるためにどのようにEricom Blazeを設定することができま
すか。
回答：AzureをBlazeと用いるために以下の手順に従ってください。

 Windows 2012サーバを作成します。

 管理者用ポータルにて、そのマシンをクリックし、EndPointsをクリックしま
す。

 3399経由の TCT用に新たなエンドポイントを追加する。（Windowsファイ
ヤーウォールの外側のファイヤーウォールのようなもの）

 Blazeクライアントにて、AzureServerName.cloudapp.net:3399 と接続する。
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質問：どのようにして技術的なサポートを受ける事ができますか。
回答：SUPPORT@ERICOM.COM にメールし、以下の情報を提供してください。

 Ericom Blazeのどのバージョンを用いているか。

 ホストにどのような種類のシステム／オペレーティング・システムが接続され
ているか。（例：Windows server, XPの場合）32 bitか 64 bitか。RDPは有
効か。

 クライアントはどのような種類のシステム／オペレーティング・システムが接
続しているか。（例：Windows server, XPの場合）32 bitか 64 bitか。

 ホストにてポート 3399が有効となっているか。（ファイヤーウォールの設定
に例外はあるか） 

 どのようなエラーメッセージが表示されているか

 どのような種類のアプリケーションがBlazeと共に用いられているか。

 何名／何台のマシン／何台のホストに障害が生じているか（例： 1、すべて
等）
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Ericomについて
Ericom® Softwareはアプリケーション・アクセス、仮想ソリューション、RDP高速化ソリュ
ーションの分野における代表的なプロバイダーです。1993年以来、 EricomはMicrosoft
Windowsターミナルサーバ、仮想デスクトップ、レガシー・ホストやその他のシステム上に 
て実行されているエンタープライズのミッション・クリティカルなアプリケーションにユー
ザがアクセスすることができるように支援してきました。Ericomは米国、英国、EMEA地
区にオフィスがあります。加えて、北米、ヨーロッパ、アジア、極東において幅広いディス
トリビューターやパートナーのネットワークがあります。これまで 3万社以上のお客様、7
億ものユーザを支援してきました。Ericomやその製品に関するより詳しい情報につきまして
は当社ウェブサイト http://www.ericom.com をご覧ください。

製品やサービスに関するより詳しい情報につきましては、こちらのウェブサイトをご覧くだ
さい。 http://www.ericom.com
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Closter, NJ 07624 USA Droitwich, Worcestershire Har Hotzvim Technology Park
Tel +1 (201) 767 2210 WR9 8DE United Kingdom Jerusalem 91450 Israel
Fax +1 (201) 767 2205 Tel +44 (0) 845 644 3597 Tel +972 (2) 591 1700
Toll-free 1 (888) 769 7876 Fax +44 (0) 845 644 3598 Fax +972 (2) 571 4737
Email info@ericom.com Email info@ericom.co.uk Email info@ericom.com
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